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１１．．ななんんばば駅駅前前のの動動向向ににつついいてて  
なんば安心安全にぎわいのまちづくり協議会の西川様か

ら、現在、なんば駅前で検討されている内容についてご紹

介頂きました。 

 

 

 

 

御堂筋のモデル整備区間とも深く関わる内容であることから、今後、緊密な連携・情報共有を図って

いくこととし、下記の意見交換がなされました。 

 

 

 

 

 

 

２２．．次次年年度度のの計計画画ににつついいてて  
前回の議論をもとに、次年度本会として取り組んでいく計画について、事務局より提案を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

定定例例会会ニニュューースス  vvooll..77  
（平成２８年３月） 

「ミナミ御堂筋の会」は、ミナミの御堂筋沿道の不動産オーナーが連携し、

「世界の御堂筋」をめざして、まちのあり方を提案し、実現に向けて働き

かける団体です。 

 

◎今年度、関係者による「なんば駅前広場空間利用検討会」を設置し、なんば駅前の現状・課題や、将来

のコンセプト、機能・空間イメージについて検討。 

◎平成 28 年度秋に、人中心の空間づくり（憩いくつろげる空間整備など）や、観光客・来街者に対するも

てなし、まちのインフォメーション機能の試行、交通規制と交通機能の再編などを盛り込んだ、なんば

駅前での社会実験を企画しており、国土交通省の補助事業を申請中。 

◎なんば駅前広場と、御堂筋沿道どちらも「都市格を上げる」ことを目指す点では共通しており、単に地

価が上がれば良いという短期的な視点だけではない。 

◎社会実験とモデル整備区間の供用開始が同じタイミングになる可能性も高いので、上手く連動させて相

乗効果を発揮していきたい。 

◎南海会館ビルの建て替えなど周辺の動きとも連携・連動していかねばならない。 

◎今後は若い人材のパワーを活用していかねばならない。彼らが活躍できる舞台を用意していくべき。 

◎インバウンドによる観光客増加等、地域の状況も大きく変わってきている。ここで大きくミナミの再編

をしかけていく、まさに潮目が来ているのでは無いか。 

沿道の将来像（ビジョン）づくり 

沿道の将来の姿を絵で分かりや

すく示したものを作成 

 

沿道のプロモーション 

既存のイベント（大阪クラシッ

ク、MINAMI JAZZ WALK など）へ

参加、あるいは、会員のイベン

ト（はり重寄席など）を発信 

 

駐輪対策 

目の前の課題解決に向けて、モ

デル整備区間の供用開始を見据

えた取り組み 

 

（参考）銀座まちづくりヴィジョン 

（参考）建設局記者発表資料 
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これらについて、会員から、具体的なアクションの提起がありました。 

（（１１））沿沿道道のの将将来来像像、、ビビジジョョンンづづくくりりにに取取りり組組ももうう  
 

 

（（２２））ププロロモモーーシショョンンのの取取りり組組みみををししよようう  
 

 

 

 

 

 

（（３３））駐駐輪輪対対策策にに取取りり組組ももうう  
 

 

次回以降、平成 28 年度の事業計画として取りまとめ、通常総会へと臨み、事業を実施していくこと

となりました。なお、通常総会は 6月末を予定しています（定例だと 6月 27 日ですが、今後調整）。 

３３．．モモデデルル整整備備区区間間のの状状況況ににつついいてて  
現在、モデル整備区間については、鋭意工事が進められています。次回のモデル整備区間協議会は４

月４日（月曜）10時半より、難波御堂筋ホールにて開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回定例会のお知らせ 
平成 28 年 4 月 25 日（月）16：00～ 難波御堂筋ホールにて開催 

※その後、懇親会を開催予定ですので、参加ご希望の方は事務局まで連絡をお願いします。 
 
発行：ミナミ御堂筋の会  URL：https://www.facebook.com/minami.midosuji 

問い合わせ先：ミナミ御堂筋の会事務局 

（株式会社地域計画建築研究所大阪事務所 内【担当：絹原・羽田】） 

〒540-0001 大阪市中央区城見 1-4-70 住友生命 OBP プラザビル 

TEL：06-6942-5732  FAX：06-6941-7478  E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp 

 

＜定例会参加者＞ 

【正会員】高橋（株式会社スポーツタカハシ）、髙士（佳子）（都島自動車株式会社）、藤本（稔・有吾）（株
式会社播重）、池田（有限会社泉屋）、高山（東亜商事株式会社）、梅田（光明興業株式会社）、木村 

【賛助会員】井原（株式会社アイ・プランニング） 

【オブザーバー】一枝（友）（ホテル一栄）、大谷（オリックス株式会社）、西川（なんば安心安全にぎわ
いのまちづくり協議会） 

【事務局】中塚・絹原・羽田（株式会社地域計画建築研究所（アルパック）） 

◎前回の意見でも、「おしゃれ」といったキーワードが多数出されていた。新規会員を広げていく上でも「こ

ういったまちをめざしたい」ということを数枚で説明するようなものがいる。 

 

 
◎先日のはり重寄席は盛況だった。また、三津寺が公開イベントをされたようである。こういったことを

当会で PR していけば良い。 

◎まずは小さいことからアクションをはじめていくのが良い。既存の取り組みとして「べっぴんプロジェ

クト」（近隣の清掃活動）への参加からはじめてはどうか。 

◎クラシックやジャズなどのイベントは、他でもかなり盛んであり、すでにいろいろと企画されている。

当会で各ビルに場所を提供可能か募るなど、連携していく部分から始めれば良い。 

◎空間として、どう魅せていくかも重要。壁面を飾り付けるなど、目に見える取り組みも考えて行きたい。 

 

◎駐輪問題は徹底的に取り組まなければならない。アメリカ村など周辺のまちづくりとも連動していくこ

とが必要。レンタサイクルなどの利用頻度も高まっているようだ。 

（会員よりお知らせ） 

はり重様より、3月 28 日(日)昼に開催された「道頓堀はり重寄席（第

１回講演）」のご報告がありました。第２回は 5 月 22 日（日）に開催

とのことですので、参加ご希望の方ははり重様までお申し込み下さい。 

 

https://www.facebook.com/minami.midosuji
mailto:minami-midosuji@arpak.co.jp

